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（課題名）民間航空機を用いた赤潮モニタリング技術の開発 

 
１ 代表部局・研究代表者 

北海道大学水産科学研究院 笠井 亮秀 
 

２ 研究目的 

2021 年に北海道太平洋沿岸で大規模な赤潮が発生した。一方道南地

域では，近年南方起源の有害赤潮が頻発している。本研究は，北海道沿

岸域の赤潮の拡大を防止し被害を軽減させることを目的とする。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

① 航空機から，マルチスペクトルカメラにより北海道沿岸域を撮影 
（水産科学研究院 笠井 亮秀、工学研究院 川村 洋平） 

② 函館湾沿岸における赤潮モニタリング 

函館で毎週採水し，サンプルを検鏡することで赤潮原因種の細胞密

度の時間変化を把握（水産科学研究院 笠井 亮秀・高木 力、工学研究院 川村 洋平） 

③ 八代海における赤潮調査 

早い時期から赤潮が発生する九州で調査（水産科学研究院 笠井 亮秀・松野 孝平） 

④ 沖合域における赤潮モニタリング 

函館湾や噴火湾の沖合で，うしお丸やドローンを用いて海面を撮影。

同時に採水を行い，検鏡サンプルとする（水産科学研究院 飯田 高大） 

⑤ AI を用いた赤潮検知アルゴリズムの開発 

各波長の撮影データと検鏡データを用い，AI によって撮影データか

ら赤潮発生を検知できるアルゴリズムを開発（水産科学研究院 高木 力，

工学研究院 川村 洋平） 
⑥ 上記のアルゴリズムを用いて撮影データを解析し，函館湾や噴火湾

における赤潮発生の有無を把握（水産科学研究院 笠井 亮秀・高木 力・松野 孝

平・飯田 高大、工学研究院 川村 洋平） 
 

４ 今年度の目標 

民間航空機から発生初期段階の有害赤潮を察知するモニタリングシ

ステムを構築 

 

５ 期待される効果・貢献 

有害赤潮をいち早く発見することで，漁業被害を軽減すると共に水産

資源を保護する。SDGs 目標 14「海の豊かさを守ろう」に直接的に貢献

でき，災害や温暖化に強い水産業に貢献（ロバスト化に寄与）する。 



民間航空機を用いた赤潮モニタリング技術の開発

赤潮の拡大を防ぎ，水産業のロバスト化を図る

民間航空機から発生初期段階の有害赤潮を察知するシステムを構築

【目的】

【背景】

 2021年秋季道東赤潮被害 90億円以上に

 2010年以降，函館湾で有害赤潮が頻発

 民間航空機は，低空を頻繁に飛行しており，
高解像度で海洋のモニタリングが可能

→ 民間航空機を活用して収集した海洋・森林の
データを活かした共同研究の実施

【今年度の目標】

【研究内容（実施体制）】

1. 航空機から，マルチスペクトルカメラにより北海道沿岸域を撮影（笠井，川村，高木）

2. 函館湾沿岸における赤潮モニタリング（笠井，松野）：函館で毎週採水し，サンプルを
検鏡することで赤潮原因種の細胞密度の時間変化を捉える

3. 八代海における赤潮調査（笠井，松野）：早い時期から赤潮が発生する九州で調査

4. 沖合域における赤潮モニタリング（飯田）：函館湾や噴火湾の沖合で，うしお丸やドロ
ーンを用いて海面を撮影。同時に採水を行い，検鏡サンプルとする

5. AIを用いた赤潮検知アルゴリズムの開発（川村，高木）： 1. ~ 4. で得られた各波長の
撮影データと検鏡データを用い，AIによって撮影データから赤潮発生を検知できるア
ルゴリズムを開発

6. 上記のアルゴリズムを用いて撮影データを解析し，函館湾や噴火湾における赤潮発
生の有無を把握

【期待される効果・貢献】

漁業被害の軽減と水産資源の保護

⇒ 海洋の生物資源を持続的に利用するために掲げられた
SDGs目標14 「海の豊かさを守ろう」に直接的に貢献
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